











































































































A 幼 異文化理解「子どもの日を楽しもう」 Let’s enjoy Children’s Day!  
B  図画工作科「うちわに夏を描いてみよう」 Let’s draw summer on “Uchiwa”!  
C  異文化理解「盆踊りを楽しもう」 Let’s enjoy Bon dance!  
D  異文化理解「紙芝居を作ろう」Let’s make a kamishibai!  
E  異文化理解「大漁旗にメッセージを込めて送ろう」 Let’s send your message with the “Tairyobata”!  
F  異文化理解「日米の共通点と相違点を感じてみよう」 Let’s feel common and different points of between U.S. and Japan!  
G  異文化理解「重箱におせち料理を飾ってみよう」Let’s present “Osechi ryori” in a layered box!  
H  異文化理解「日米の学校文化について交流しよう」 Let’s exchange by Japan-U.S. school culture!  
I  異文化理解「日本のしぐさを体験しよう」 Let’s experience a gesture of Japan!  
J  異文化理解「コママンガを作ってみよう」 Let’s design “Four Cell Manga”  
K  異文化理解「熊野筆で絵手紙を描こう－あなたの夢のメッセージ」 Let’s draw the picture letter with the Kumano brush pen. －Message of your dreams－ 





































































































































































       （松浦武人＊・小原友行・深澤清治・朝倉 淳・松宮奈賀子） 
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Ⅳ 平成 年度「体験型海外教育実地研究」の成果と課題
今年で９年目となる「体験型海外教育実地研究」も無事，終了し，教育を通した国際交
流に大きな成果を上げることができた。冒頭で述べたように，今年の参加者は合計 名で
あった。授業構想から指導案作成・検討を含む事前研修会から，現地教員を招聘しての研
修会，本実習，事後指導，報告書の執筆と，参加者の院生諸君はそれぞれの授業・演習や
各自の予定を調整しながら，多くの時間をかけて誰もが未体験の海外での英語による教育
実習という活動を終えて，大きな感動と自信を得たことと思われる。以下では今年度の実
地研究を振り返り，来年度への研修につなげるため，今後に向けた評価と課題について述
べたい。 
 第１に，今回は参加者が取り組んだテーマの多様性に進展が見られた。大学院生は各自，
専門領域や問題意識が異なるため，開発された教材も大変，幅広いものとなった。日本の
事情や生活・習慣について解説する，いわゆる「日本紹介型」の授業はほとんどなく，い
ずれも日本文化・事情を題材としながらも，そこから日米のものの見方や考え方の類似点
と相違点を引き出そうとする授業が多く見られた。その中でも，広島での原爆の被害に遭
った子どもたちとアメリカの教会との交流といった重たいテーマを扱ったものもあった。
また，近年の日本では見られなくなったような伝統的な行事の意味づけなども扱われ，教
材研究・開発において例年以上にテーマを深く掘り下げようとする意欲の表れた授業もあ
った。このような体験は，今後の教材開発力の涵養に資するものと言えるであろう。 
 第２に，現地の人々との英語によるコミュニケーションにおいて，参加者の積極的な態
度が見られたことも,今年度の研修の大きな成果であった。日本語が全く通じない環境に初
めて置かれることは，大変な不安を伴うものであるが，毎年，その不安の克服が進んでい
るように感じられる。もちろん，参加者による自己研鑽の努力があってこそ実現できたこ
とが多いが，その背景には，現地の人々の献身的な交流や努力による支援があったことは
言うまでもない。 
 最後に，来年度に向けて努力を要する課題について少し触れたい。まず，アメリカ合衆
国に対する諸事情の知識・理解をさらに深めていく必要がある。各院生はそれぞれ専門分
野を持つため，その研究領域については豊かな知識を持っているが，それを離れた場合，
たとえば，アメリカの地理，歴史，政治・経済，メディアなどの一般常識的な部分でさら
に幅広い知識を持つことが，より広い地域理解につながると考えられる。特に現地の子ど
もたちは，生活する地域からほとんど離れたことがなく，自分を取り巻く限られた地域環
境が全てであると考える傾向があり，子どもたちとのやりとりを一般化していくには，慎
重な姿勢と解釈が必要であろう。 
 続いて，英語によるコミュニケーションのあり方について，今一度，努力を重ねること
を期待したい。特に，話し言葉，スピーキングのみでなく，確かな聞き取り，リスニング
が重要である。教育分野については共通する部分が多いため，ついわずかに聞いてそれを
一般化して，わかったつもりになってしまうことがある。実習校での授業観察，実施につ
いて，現地の担当教員からの説明や，助言，進言などは深く傾聴すべきであろう。時に，
私たちは自ら慣れ親しんだ日本の教育というフィルターを通して理解してしまう可能性も
あり，しっかりと耳を傾けること，さらにはわからないことがあれば，稚拙でも構わない
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ので疑問点をしっかりと押さえることは，思わぬ発見につながるであろう。「ことば」を通
して教科を教える以上，日本語によるコミュニケーションスタイルの特徴をグローバルな
観点から再度，捉え直す貴重なチャンスとして，この体験型海外教育実地研究が活用され
ることを希望したい。 
（深澤清治＊・小原友行・朝倉 淳・松浦武人・松宮奈賀子）

Ⅴ おわりに～グローバル教員に求められる資質・能力～
新しいグローバル時代の教員に求められる資質・能力とは何であろうか。９回にわ
たる「体験型海外教育実地研究」を通して発見したキーワードが，「グローバルマイン
ド」（平和を希求する精神）である。それは，平和な国際社会を実現しようとする精神や意
識をベースに，その実現に向かって，次の６つの「Ｃ」を行うことができる資質・能力と
定義することができよう。 
◎Communication（グローバルなコミュニケーション力） 
◎Collaboration（他者との協働力） 
◎Critical Thinking（批判的思考力）
◎Creation（創造力） 
◎Challenge（挑戦力） 
◎Choice（選択力） 
急速に社会のグローバル化が進展している中で，「一方が正義で他方が悪」「どちらかが
勝者でどちらかが敗者」とするのではなく，多様な正義を認めどちらもが勝者となれるよ
うな，パートーナーとしての相互依存や相互交流の世界の実現が求められる今日，年後，
年後という近未来の教師教育を考えると，このような「グローバルマインド」を備えた
児童・生徒を育む教員の育成は，最重要な今日的課題の一つであると考えられる。 
このような課題意識から，これまでにアメリカ合衆国ノースカロライナ州にあるイース
トカロライナ大学のスタッフの協力を得て，小・中・高等学校の教師を対象とした日本と
アメリカ合衆国の社会と文化を相互に理解し合うためのカリキュラム開発や，広島大学・
大阪教育大学・鳴門教育大学とノースカロライナ州の３大学との共同研究として日米の教
師によるグローバル・パートナーシップ・スクールプロジェクトを進めてきた。そして，
それらの経験とネットワークを生かして，平成 年４月に多様な国際交流・国際協力の活
動を展開することを通して，日米両国の教員・学生・児童生徒の相互理解と協力を促進す
ることを目的とした「広島大学グローバル・パートナーシップ・スクール・センター」を
創設する（平成 年 月には広島大学から研究プロジェクトセンターとして正式に認め
られる）とともに，平成 年７月に日米で教員養成に実績をもつ広島大学・大阪教育大学・
鳴門教育大学とノースカロライナ州の３大学（イーストカロライナ大学・ノースカロライ
ナ大学ウィルミントン校・ウェスタンカロライナ大学）との間で国際交流のためのコンソ
ーシアムを締結し現在に至っている。また，同センターでは，グローバル・パートナーシ
ップを備えた教員を養成するためのプログラムとして，米国における熟達した教員をメン
ターとする「体験型海外教育実地研究」を開発し，大学院教育学研究科の授業科目として
実施している。 
このような日米教員の協働による体験型の教育実地研究の質を高めることを通して，６
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つの「Ｃ」を備えた教員を育成していくことが，グローバル時代の教員養成には求められ
るのではなかろうか。 
（小原友行＊・朝倉 淳＊・深澤清治・松浦武人・松宮奈賀子）
 

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